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第５章．波形出力用Ｃハンドラ

　 本機（ＭＤＡ－７６１ＡＴ）で簡単に波形出力することのできる汎用ハンドラ（ＬＩＢ）

 です。  ＭＳ－Ｃ，ＴＵＲＢＯ－Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃ等でリンクできます。　本機の

 基本的な機能が関数化されており、ユーザは自身の記述するメインルーチンの中から自由

 に呼び出して使用することができます。【最大８チャンネル＝ボード数の同期運転も可能】

5-1. 適用システム

 ◇パソコン本体　　：　ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機（要ＩＳＡバス）

 ◇本体メモリ量　　：　標準メモリ６４０ＫＢ以上（ＥＭＳ，ＸＭＳメモリ使用可能）

 ◇ＯＳ・言語　　　：　ＭＳ－ＤＯＳ（3.1 以上）、および

 　　　　　　　　　　　ＭＳ－Ｃ（7.0）、Ｖｉｓｕａｌ－Ｃ＋＋、

 　　　　　　　　　　　ＴＵＲＢＯ－Ｃ＋＋（4.0）、または

 　　　　　　　　　　　ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃ＋＋（3.1 以上）

 ◇供給メディア　　：　本製品（ＭＤＡ－７６１ＡＴ）添付の３.５インチＦＤ

 ◇チャンネル数　　：　最大８（＝ボード数／マスタスレーブ接続）【注】

 ◇サンプリング速度：　クロック同期・サイクルモードでは８.１９２ＭＨｚ、

　　　　　　　　　　　 非サイクルモードではチャンネル数、データ数、ＣＰＵ速度に依存。

　　　　　　　　　　 【例】１ｃｈ／６４Ｋ語／４８６（　６６ＭＨｚ）：約２６０ＫＨｚ

　　　　　　　　　　　　　 １ｃｈ／６４Ｋ語／Ｐｅｎ（１００ＭＨｚ）：約６１０ＫＨｚ

 ◇ＤＡ出力データ数：　標準メモリ、または拡張メモリ（ＥＭＳ，ＸＭＳ）上で確保可能な

　　　　　　　　　　 容量（バイト数÷２）

【注】動作の制約等： ◆複数ボード使用時の波形データ点数は全チャンネル同数とする。

　　　　　　　　　　 ◆　〃　 〃　 〃　のスタート／ストップは全チャンネル同時。

　　　　　　　　　　 ◆非サイクルモードでの追加データ転送はポーリングまたは割り込み

　　　　　　　　　　　 に限る。（ＤＭＡ使用不可）　なお自動繰り返し動作機能はない。

　　　　　　　　　　 ◆複数ボード使用時、マスタのクロック出力を直結できるスレーブ数

　　　　　　　　　　　 は使用する最高クロック値の制限を受ける。（波形が鈍るため。）

　　　　　　　　　　　 この数は８ＭＨｚ：３枚、４ＭＨｚ：５枚、１ＭＨｚのとき７枚。

　　　　　　　　　　　 なお、マスタからクロックを供給されたスレーブのクロック出力を

　　　　　　　　　　　 他のスレーブに供給可能。（通過遅れ：約２５０ｎｓ）

　　　　　　　　　　　　　　　図５－１．プログラム構造

　　　　　ユーザ・プログラム　　　　　 本ハンドラ　　　　　　　 割り込み、

　　　　　　　（Ｃ記述）　　　　　　　（Ｃ関数ＬＩＢ）　　　　　機械語ルーチン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （ハンドラ内で実行）
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5-2. 使用方法

　 ハードウエアの準備　  　本ハンドラは最大８枚のＭＤＡ－７６１ＡＴを運転することが

　　　　　　　　　　　　 できます。　各ボードの設定、接続は以下のとおりです。

　◆１枚だけ使用するときはボード上のスイッチによるＩ／Ｏベースアドレス値（１-３項）

　　を本ハンドラ初期設定関数に渡す値と一致させます。

　◆複数枚を使用するときは１枚目（マスタ）ボード上のスイッチによるＩ／Ｏベースアド

　　レス値（１－３項）を本ハンドラ初期設定関数に渡す値と一致させます。

    ２枚目以降（スレーブ）ボードのＩ／Ｏベースアドレスは１０００ｈずつ加算した値に

    設定します。　またマスタボードのクロック出力を各スレーブボードのクロック源入力

    に接続します。（３－２０項．参照）

　　　表５－２Ａ．各ボード上のＩ／Ｏアドレス・スイッチ設定例（マスタ：出荷時設定値）

　　　　各ボード  ＳＷ１  ＳＷ２  ＳＷ３ 　各Ｉ／Ｏベースアドレス値

　１枚目　（マスタ） 　 ０ 　 １ 　 Ｅ 　０１Ｅ０【ハンドラに渡す】

　２枚目　（スレーブ） 　 １ 　 １ 　 Ｅ 　１１Ｅ０

　３枚目　（スレーブ） 　 ２ 　 １ 　 Ｅ 　２１Ｅ０

　４枚目　（スレーブ） 　 ３ 　 １ 　 Ｅ 　３１Ｅ０

　５枚目　（スレーブ） 　 ４ 　 １ 　 Ｅ 　４１Ｅ０

　６枚目　（スレーブ） 　 ５ 　 １ 　 Ｅ 　５１Ｅ０

　７枚目　（スレーブ） 　 ６ 　 １ 　 Ｅ 　６１Ｅ０

　８枚目　（スレーブ） 　 ７ 　 １ 　 Ｅ 　７１Ｅ０

　プログラムの作成　　　  御自身の作成したメインプログラムをコンパイル、本ハンドラ

　　　　　　　　　　  （ＬＩＢ）とリンクして使用します。　テストには付属のサンプル

　　　　　　　　　　　  を利用してください。　なお、ライブラリ等は４－１項に従って

　　　　　　　　　　　　インストールしておきます。

　　　￥

　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　図５－２Ａ．ディレクトリ

　　　｜

  ＭＳＣＩＥＮＣＥ

　　　｜

　　　｜

 ＨＮＤ７６１Ｃ－－－ＩＮＣＬＵＤＥ－－－－Ｈ７６１．Ｈ　：ハンドラ共通ヘッダファイル

　　　　　　　　 ｜

　　　　　　　　 ｜－－ＬＩＢ－－７６１ＴＳ．ＬＩＢ ：ＴＵＲＢＯ-Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ-Ｃ用スモールモデル

　　　　　　　　 ｜　　　　　 ｜－７６１ＴＬ．ＬＩＢ：ＴＵＲＢＯ-Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ-Ｃ用ラージモデル

　　　　　　　　 ｜　　　　　 ｜

　　　　　　　　 ｜　　　　　 ｜－－７６１ＭＳ．ＬＩＢ ：ＭＳ－Ｃ用スモールモデル

　　　　　　　　 ｜　　　　　 ｜－－７６１ＭＬ．ＬＩＢ ：ＭＳ－Ｃ用ラージモデル

　　　　　　　　 ｜

　　　　　　　　 ｜

　　　　　　　　 ｜－－ＳＭＰ７６１ＣＨ－－ＳＡＭＰＬＥ□．Ｃ　：サンプル・ソース
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表５－２Ｂ．関数一覧

　　　　　　関数名 　　　　　　機能・動作 　　　　主なパラメータ等

ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ｄａｓｙｓ ボード、本ハンドラの初期化  Ｉ／Ｏアドレス/割り込みレベル

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｃｈ チャンネル関連の設定  チャンネル数

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒ トリガ（スタート）関連の設定  トリガ源、極性

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅ 波形データ転送モードの設定  データ転送方法/バッファ領域

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｅｘｃｌｋ オプション、外部クロックの設定  外部クロック周波数

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋ クロック源、クロック値の設定  クロック源/分周比

ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ 波形出力スタート（３２ＫＢ以内）  ＤＡデータ数/更新モード

ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ＿ｈ 波形出力スタート（３２ＫＢ超過） 　　〃   〃      〃  〃

ｄａ＿ｏｕｔ＿ａｂ ＤＡ即時・同期更新出力（Ａ，Ｂ）  ＤＡデータａ，ｂ

ｄａ＿ｏｕｔ＿ｂ ＤＡ即時・単独更新出力（Ｂのみ）  ＤＡデータｂ

ｄａ＿ｇｅｔ＿ｓｔａｔｕｓ ボード・ステータスの取得  ボード・ステータス

ｄａ＿ｇｅｔ＿ｃｏｕｎｔ ＤＡデータ数カウンタの現在値を取得  データ数/ブロック数

ｄａ＿ｓｔｏｐ＿ｓａｍｐ 波形出力の強制停止

ｄａ＿ｃｌｏｓｅ＿ｄａｓｙｓ 本ハンドラの終了

ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ 拡張メモリにＤＡデータを書き込む  データ数/ブロック数/バッファ

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｄａｔａｃｏｄｅ ＤＡデータコードの選択  バイナリ/２の補数

ｄａ＿ｓｅｌ＿ｏｕｔｓｉｇ 出力信号（クロック／ＳＹＮＣ）切り替え

ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｑｕｉｔ ＫＥＹ操作によるトリガ待ち停止 （ＣＮＴＬ）＋（ＰＡＵＳＥ）

ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｔｒｇ ＫＥＹ操作による強制トリガ（出力開始）  ＥＳＣ/ＳＰＡＣＥ/ＥＮＴＥＲ

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｉｍｅｏｕｔ トリガ待ちタイムアウト時間の設定  秒単位

ｄａ＿ｃｌｅａｒ＿ｆｌａｇｓ 波形出力条件の再設定（前回と同一）

ｄａ＿ｏｎｉｎｔｒ＿ｆｕｎｃ 割り込みで実行するユーザ関数の指定  割り込み要因

ｄａ＿ｇｅｔ＿ｌｉｂｖｅｒ 本ハンドラのバージョン情報取得

　応用プログラムの記述　　　 ユーザプログラムは以下の手順で記述します。　実際の作成

　　　　　　　　　　　　 　時はサンプル・ソース（図５－２Ａ参照）に習ってください。

　　（１）　初期化を行う。【ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ｄａｓｙｓ（ ）】

　　　　　◆　ここではボード上で設定したＩ／Ｏベースアドレスを本ハンドラが認識する

　　　　　　と同時に使用する場合の割り込みレベル設定、ボードリセット、その他、ハン

　　　　　　ドラ内の参照テーブルやデータバッファを初期化する。

　　（２）　パソコン本体の（標準，ＥＭＳ，or ＸＭＳ）メモリ上にＤＡデータバッファを

　　　　　確保し、出力すべきＤＡデータを書き込む。

　　（３）　サンプリング（ＤＡ出力）条件を設定する。

　　　　　　　◆チャンネル関連　　　　　　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｃｈ（ ）】

　　　　　　　◆サンプリング・モード関連　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅ（ ）】

　　　　　　　◆トリガ関連　　　　　　　　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒ（ ）】

　　　　　　　◆クロック関連　　　　　　　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋ（ ）】

　　（４）　サンプリング開始。【ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ（ ）】

　　（５）　動作状態（ステータス）取得。【ｄａ＿ｇｅｔ＿ｓｔａｔｕｓ（ ）】

　　（６）　サンプリング停止。【ｄａ＿ｓｔｏｐ＿ｓａｍｐ（ ）】
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5-3. 関数セット

　初期化、動作条件設定、スタート、ストップ、ステータス取得、汎用割り込み処理、等々、

各関数は波形出力を実現する基本機能単位となっています。　また、各関数は自身の性格か

ら適切な実行手順があります。（前５－２項．参照）

 【1】ＭＤＡ－７６１ＡＴボード、および本ハンドラの初期化

 ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ｄａｓｙｓ（ｉｎｔ ａｄｄｒｅｓｓ， ｉｎｔ ｎｕｍ＿ｂｏａｒｄ，

                                     ｉｎｔ ｉｎｔｒ＿ｎｏ）

 ａｄｄｒｅｓｓ 　　　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴボード１枚のみ使用時、または複数枚使用時のマスタボードに

                          設定されたＩ／Ｏベースアドレス（表５－２参照）。　標準＝０ｘ０１Ｅ０

 ｎｕｍ＿ｂｏａｒｄ　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴボードの使用枚数。

 ｉｎｔｒ＿ｎｏ　　　　　　使用する割り込みレベル。／３，５，７，９，１０，１１，１２，１５ から選択。

　　　　　　　　　　　　　 範囲外の値は不使用を意味する。（割り込みはマスタのみが使用する。）

　　 戻り値　　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　   機能・動作　　　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴボード上で設定したＩ／Ｏベースアドレスを本ハンドラが認識

                            すると同時に使用する場合の割り込みレベル設定、ボードリセット、その他、ハン

                            ドラ内の参照テーブルやデータバッファを初期化する。

◇ 当関数実行直後の各ボードはチャンネルＡＢ，共に０ｖ出力、また即時・同期

  更新モード。　いつでも、後記【８】の１データ即時・同期更新出力が可能。

◇ 波形出力するときは【２】～【５】の条件設定後、【６】ｏｒ【６】‘ でスタ
  ート。

 【2】トリガ（スタート方法）関連の設定

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒ（ｉｎｔ ｔｒｉｇ＿ｓｏｕｒｃｅ， ｉｎｔ ｔｒｉｇ＿ｐｏｌ）

　ｔｒｉｇ＿ｓｏｕｒｃｅ　　トリガ源。　／０：即トリガ、　１：外部トリガ（入力待ち）

　ｔｒｉｇ＿ｐｏｌ　　　　　外部トリガ極性。／０：負エッジ（↓）、　１：正エッジ（↑）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：負レベル、　　　　３：正レベル

　　 戻り値　　　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　 機能・動作　　　　　　 波形出力スタート条件を設定する。　外部トリガ極性でレベルを指定したときは

　　　　　　　　　　　　　　指定されたレベル間だけ波形出力が行われる帯域動作となる。（３－１７項参照）
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【3】波形データ転送モードの設定

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅ（ｉｎｔ ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［ ］， ｉｎｔ ｂｕｆ＿ａｒｅａ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉｎｔ ｉｎｔｒ＿ｓｗ）

　ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［０］　　　波形データ追加転送方法。／０：Ｉ／Ｏ命令　（本ソフトではＤＭＡを不使用）

　ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［１］　　　波形データ追加転送の起動要因（割り込み使用時は要求発信要因）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／０：Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ、　１：Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ Ｆｕｌｌ

　ｂｕｆ＿ａｒｅａ 　　　　　 波形データ格納バッファ。　／０：標準（コンベンショナル）メモリ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：ＥＭＳ、　２：ＸＭＳ

　ｉｎｔｒ＿ｓｗ　　　　　　　波形データ追加転送に割り込み使用の有無。／０：不使用、　１：使用

　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　機能・動作　　　　　　    波形データ追加転送（非サイクルモード）、および波形データバッファに関する

                            条件を設定する。　ここで割り込みを不使用とすれば追加転送の起動はポーリング

                            によって検出・実行される。　なお、ここで割り込みを使用しない設定のときは、

                            割り込みを【１９】ユーザ関数の起動に使用することもできる。

　　　　　　　　　図５－３．波形データ格納バッファ内のデータ配置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 先頭ＤＡデータの下位バイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 先頭ＤＡデータの上位バイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　 ボード番号＝０　：１枚目／マスタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・　　　　　　　　　　　　　（ｂｏａｒｄ＿ｎｏ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 末尾ＤＡデータの下位バイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 末尾ＤＡデータの上位バイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　同　上　　　　　　　　 ボード番号＝１　：２枚目／スレーブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　　　　 ボード番号＝７　：８枚目／スレーブ
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【4】オプション、または外部クロック源周波数値の設定

 ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｅｘｃｌｋ（ＵＬＯＮＧ ｅｘｃｌｋ＿ｆｒｅｑ）

 ｅｘｃｌｋ＿ｆｒｅｑ　　オプション、または外部クロック源の周波数（Ｈｚ単位）

　　戻り値　　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　機能・動作　　　　　オプションまたは外部クロック源を使用する場合、その周波数（Ｈｚ単位）を設定する。

　　　　　　　　　　　  後記【５】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋで分周比によるクロック指定、またはボードに

　　　　　　　　　　　　標準搭載の内部クロック源（８ＭＨｚ、８.１９２ＭＨｚ）を使用するときは必要ない。

【5】サンプリング（波形出力同期）クロック値の設定

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋ（ｉｎｔ ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ, ｉｎｔ ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ,

                                      ｉｎｔ ＊ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ, ＵＬＯＮＧ ＊ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ）

　ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ　　    クロック源指定。／０：内部クロック源０（８.０００ＭＨｚ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １：内部クロック源１（８.１９２ＭＨｚ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２：内部クロック源２（オプション）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ３：内部クロック源３（未使用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ４：外部クロック源　（有効極性：↓）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５：外部クロック源　（有効極性：↑）

　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ　　　　　　サンプリング・クロックの指定方法。／０：クロック周期の値、　１：分周比

　＊ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ　　　　クロック周期の単位。／０：ｓ，　１：ｍｓ，　２：μｓ，　３：ｎｓ

　＊ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ　　　クロック周期の値、または分周比。

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　サンプリング・クロック値を設定する。　なお設定できない値が指定されたときは

　　　　　　　　　　　　　　設定可能な長い方の近似値が設定される。　またクロック源を２，４，５から選び、

　　　　　　　　　　　　　　クロックを周期の値で指定するときは前記の【４】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｅｘｃｌｋでク

                            ロック源の周波数値を定義しておく必要がある。


